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介護経営カレッジ
施設⻑＆リーダー養成コース

第５回

株式会社スターコンサルティンググループ
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時間 実施内容

１３︓００ 〜 １３︓２０ はじめに＆振り返りテスト

１３︓２０ 〜 １４︓２０
第１講座
介護⼈材早期育成法

１４︓３０ 〜 １４︓４０ 休憩（10分）

１４︓４０ 〜 １６︓１０
第２講座 （実践＋交流）
新⼈育成・⼈材育成に使える 対話ワーク

１６︓１０ 〜 １６︓３０ 本⽇のまとめ・プレゼンテーションのポイント

本⽇のスケジュール
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素直
プラス発想
勉強好き

⻑所を⾒つける
Give 

& 
be Given

⽬標に
⽇付を⼊れる

できない理由を
探さない

価値観の違いを
楽しむ

７２時間ルール 夢を持つ︕

介護経営カレッジ「８つの約束」
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介護⼈材早期育成法

株式会社スターコンサルティンググループ
経営コンサルタント 近藤 ⿇耶
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介護業界の“近未来”

有効求⼈倍率は、緩やかにコロナ前の⽔準に戻りつつある。

全国平均で３〜４社で１⼈の求職者を取り合っている
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介護業界の“近未来”

令和３年７⽉９⽇厚⽣労働省令和「第８期介護保険事業計画に基づく介護職員の必要数について」

介護⼈材の必要数は、ハイペースで増加する。
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令和３年７⽉９⽇厚⽣労働省令和「第８期介護保険事業計画に基づく介護職員の必要数について」

未来予測のキーワード

多様な⼈材

⼦育てを終えた層

介護ロボット・ICT

⽣産性向上

保育施設の設置

若者（未経験者）

外国⼈材

介護未経験者

他業種からの参⼊

福祉系⾼校

アクティブシニア

若者層

このままではマズイ︕厚労省の対策は…
介護業界の“近未来”
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□無資格・未経験者は当たり前
□異業種からの転職者も増える
□より多くの⼦育て層が活躍
□60代、70代が現役として活躍
□外国⼈⼈材が増え、国際⾊豊かに

□⾼校⽣への⽀援も拡充

私たちの働き⽅はどう変わる︖

Technology（≒効率化） Diversity（≒多様化）
□⽣産性向上は重要なミッション
□ICT化で⾒守り負担軽減
□ICT化で記録時間の削減
□ICT化で情報共有の負担軽減
□オンライン会議

□オンライン研修

これが⽇本のスタンダードになる。ということは・・・
これらが実現できないと選ばれる介護施設にはならない︕

介護業界の“近未来”
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現場リーダーの仕事は、

これからはTechnology（≒効率化）×Diversity（≒多様化）の流れが加速する︕

現場業務の効率化

介護業界の“近未来”

働きやすい環境づくり

限られた⼈員で現場を運営するための

多様な⼈材が

＝

特に新⼈教育は重要︕
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⾜りないのは、スキルや能⼒だけではない︕︖

●第⼀志望はあきらめよう・・・
●今の職場環境が不満だ
●これまで仕事で上⼿くいかな
かったから、再スタートしたい

＜
●介護の仕事にとても興味がある
●介護に対して熱い想いを持っている
●出世したい︕成功したい︕

ネガティブな動機で介護にチャレンジする⼈が増えている。

⼈⼿不⾜が教育にもたらす影響
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事前課題のコメント

⼯夫していること 課題

配属前に研修を実施している
定期的なフィードバック⾯談を実施
教育のスケジュール表を作っている
チェック表の活⽤
新⼈と年齢が近いスタッフが指導者

新⼈と毎⽇交換⽇記をする
⾒学をしてもらってから指導に⼊る
新⼈との座談会
新⼈の指導状況をスタッフ間で共有
動画マニュアルの活⽤

1年の集⼤成に発表会を実施

現場とのギャップですぐに辞めてしまう
拠点によって指導内容がバラバラ
職員により指導⽅法が異なる
マニュアルがない・更新されていない
⾯談ができていない

教育担当者の負担が⼤きい
指導できるスタッフが限られている
⽂字ばかりのマニュアル

新⼈が覚えやすく⼯夫しつつも、サービスの質を保ちたい
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教育の４ステップ

12

理念・コンセプト・⾏動原則を理解

技術・知識を“アタマ”で理解

OJTで技術を“カラダ”で習得

専⾨職を⽬指す

新
⼈
教
育
︵
１
'
３
)
⽉
︶

専
⾨
教
育

ここが⼤事

教育プログラムで最も⼤切なのは、階段をイメージすること︕

新⼈教育の基本的な考え⽅
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ツール

動画

写真
（＋キャプ
ション）

テキスト
（説明書き）

マニュアルは動画がおススメ︕

できる限り“動画”を活⽤し
「⽂字を読まなくてもわかる」レベルにする︕

eラーニング
or 

独⾃に撮影

研修形式で活⽤

テキスト中⼼の
マニュアルを
仕分けする

テーマ テーマ例

全国共通の
メソッド

□移乗介助
□⾷事介助
□虐待防⽌

施設独⾃の
ルール

□薬の管理
□⾷札の⾒かた
□設備の使⽤法

繰り返し
読んで理解
してほしいこと

□理念
□⾏動指針
□介護保険
□感染症の知識

STEP２ 技術・知識を“アタマ”で理解
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活⽤⽅法の「ルール」を決めておく︕

いつ︖
誰が︖

どれくらいの時間をかける︖

マニュアル運⽤⽅法の例

保管場所 冊⼦︓事務所内・奥の棚
動画︓各⾃のアカウントでログイン

更新時期・担当者 1年に1回・教育委員会が⾒直し

使⽤タイミング ⾯談時に不安なテーマを⼀緒に視聴する

たとえば、以下のようなことを決めておく︕

STEP２ 技術・知識を“アタマ”で理解
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座学 施設⾒学

オリエンテーション

配属＆OJTスタート

新⼈教育の流れ

OJT前の座学などは、1⽇〜3⽇程度をか
けて実施。中途採⽤や、パートスタッフ
にも⾏うのが理想的︕

録画やeラーニングを
取り⼊れれば、教育の
負担をおさえられる︕

□理念・コンセプト
□意識と⾏動
□現場で必要な知識（介護保険・感染
症・⾝体介護の基本など）

具体的な初期教育の流れ

⼀⼈⽴ち

1⽇〜
3⽇程度

3か⽉
程度
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２週間後 １ヶ⽉後 ３ヵ⽉後 の⾯談でチェック︕

備考 初⽇ ２週間 １ヶ⽉ 3か⽉ ⾃⼰
チェック

トレーナー
チェック

個⼈情報の取扱いについて説明を受けた ◯

挨拶は笑顔で先⼿で⾏っている。 ◯

ケアの前に、必ず「○○させていただきますね」
など、声掛けをおこなっている。

◯

残存機能を活かした移乗介助を⾏っている。 ◯

この部分のギャップを
埋める作業が重要︕

①ぬけもれがない（⼈によって教える項⽬が違う）
②教える順番が整備されるため、覚えやすい（オーバーフローを防ぐ）
③完成度のギャップを知り、防ぐことができる
④トレーナーとトレーニー間のコミュニケーション機会の創出

チェックリストのメリット

16

チェックリストは毎⽇チェックしなくてOK︕

新⼈教育の流れ
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「教育担当者」には２種類ある︕

トレーナー

教育管理責任者

依頼・指⽰ 新⼈の習得状況
を報告

●１⼈の新⼈に対して１⼈
●トレーナーに指導依頼
●フォローアップ⾯談の実施
●新⼈の習得状況に合わせてペー
スを調整

●１⼈の新⼈に対し何⼈いてもよい
●現場で業務の指導にあたる
●教育管理責任者に習得状況を報告

教育担当者の考え⽅
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トレーナー候補を決める 対象者別の説明会を⾏う

いち早くトレーナーに
なってほしい⼈

□教育制度構築の⽬的
□スタッフにお願いしたいこと
□新⼈教育概要（スケジュール等）
□マニュアル読み合わせ
□質疑応答
□運⽤⽅法の説明 など

まずは⼀軍の
スタッフから︕

将来的にトレーナーに
なってほしい⼈

その他のスタッフ

⼀
軍

⼆
軍

そ
の
他

指導できるスタッフが少ない︕そんな時は・・・

教育担当者の考え⽅
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報告を受けるとき、
資料だけを⾒て話を
聞いたりしていない︖

フォローアップの⾯談のポイント

Point 1 ほめ上⼿になる Point２ リアクション上⼿になる Point 3 期待をかける

ピグマリオン効果
ある⼈物に対して、ある⾏動を期待し続
けると、実際にその⼈物は期待に沿うよ
うな⾏動をとるようになる。

○○さんはきっと
いい介護⼠になるよ︕

当たり前のことをしっかりと評価し、そ
の望ましい状態を習慣化させる︕

☐明るい挨拶 ☐締切を守る ☐笑顔
☐姿勢がよい ☐無遅刻・無⽋勤 など

○○さんはいつも締め
切りを守っているね。
ありがとう︕

アドバイス上⼿よりも、リアクション上
⼿を⽬指しましょう︕
☑⽬を⾒る
☑相づちをうつ
☑「ありがとう」の⼀⾔を伝える

★新⼈は予め「⾃⼰チェック」を記⼊
★チェックリストを⼀緒に確認
★不安なこと、不満なこと
★成功体験の蓄積（⼩さな成功をほめる︕）
★今後の⽬標設定（例︓今⽉中に○○ができるようになる）

19

教育担当者の考え⽅
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① 職⼈的教育から脱却して、多様な⼈材が働きやすい環境を整える︕

② 教育の４ステップ「意識と⾏動」「知識」「技術」「応⽤教育」

を意識して新⼈教育のスケジュールを⽴てる

③ 特に「意識と⾏動」は、⽇々のケアと紐づけて伝える

④オリエンテーションから⼀⼈⽴ちまでの流れは「チェックリスト」に記

載すると、漏れがなくてよい

⑤チェックリストは、フォローアップ⾯談時に活⽤する。その際、ギャッ

プの埋め合わせや⽬標設定をする

20

本⽇のまとめ
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新人育成・人材育成で使える
対話ワーク

株式会社スターコンサルティンググループ
経営コンサルタント ⾦⽥ 伸広

第２講座
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アイスブレーク（所要時間目安：15分）

価値観の違いを楽しみましょう！

★表現のポイント！★ーー
・なるべく名詞で表現するべし→◎「ゴリラ」
・どうしても名詞が出なければ形容詞でもOK→〇「ゴリラよりちょっと小さい」
・補足を入れるととても良い→??「ちょっとガタイ良さげな子供のゴリラ」
・表現は何度変更してもOK！→「やっぱゴリラじゃなくてサイ！」
・複数人が同じ言葉で表現してもOK→「私キリン！」「え。ぼくもキリン！」
・質問し合い、うまくニュアンスを掴むべし→「そっちのキリンってオス？メス？」

① まずは、テーマを決めます。

② 数字グループを選んで、そこからさらに、一つの数字を選びます。

③ テーマに沿って、自分で決めた数字に当てはまる「もの」を言う。
※ 数字を聞いたり言うのはダメ！

④チームで協力して、より小さい数字と思われるひとから、順番に数字を発表。

ルール



24 Copyright (C) 2012- STAR CONSULTING GROUP All Rights Reserved.

アイスブレーク・ワーク１（所要時間⽬安︓15分）

価値観の違いを楽しみましょう︕

①テーマ例 （※以下じゃなくても⼤丈夫です。）

・⽣き物の⼤きさ （1：⼩さい １００：⼤きい）
・コンビニで⼈気の商品 （1：⼈気ない １００：⼈気）
・無⼈島に持って⾏って最強のもの （1：使えない １００：使える）
・乗り物スピード （1：遅い １００：はやい）

数字A 1 6 11 16 21 26 31 36 41 46 51 56 61 66 71 76 81 86 91 96

数字B 2 7 12 17 22 27 32 37 42 47 52 57 62 67 72 77 82 87 92 97

数字C 3 8 13 18 23 28 33 38 43 48 53 58 63 68 73 78 83 88 93 98

数字D 4 9 14 19 24 29 34 39 44 49 54 59 64 69 74 79 84 89 94 99

数字E 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 75 80 85 90 95 100
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「信頼」と「信⽤」の２軸で考えてみる
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相⼿も⾃分も互いに
ひとりの⼤⼈として接する
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人は本来、主体性を持っている

「主体性を育てる」のではなく

「主体性を奪わない」チーム運営が必要
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『創造的なことをする』のと

『問題を処理する』のと
根本的な違いは簡単である

問題を処理する場合
私たちは

『望んでいないこと』
を取り除こうとする

一方、創造的な何かをする場合は、

『本当に大切にしていること』
を守ろうとする
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©2022 Toru Saito

相手が問題を持つケース

① 問題を取り上げず ② 能動的に傾聴し ③ 未来の質問をする

hint leadership framework © 2022 T.Saito

新しいチームづくり 自分の動機の質を変える チームの関係の質を変える チームの思考の質を変える チームの行動の質を変える 組織変革の起点となる

370

行動の四角形 
(心の窓) 

相手の行動を 
自分の心のなかに 
どう受け入れるか？ 相手の行動を 

受け入れられない

相手の行動を 
受け入れられる

非受容領域

受容領域

受容線

1. 「行動の四角形」を考える

©2022 Toru Saito

自分が問題を持つケース

② 能動的に傾聴し① 私メッセージを伝え ③ 第三案を共創する

hint leadership framework © 2022 T.Saito

新しいチームづくり 自分の動機の質を変える チームの関係の質を変える チームの思考の質を変える チームの行動の質を変える 組織変革の起点となる

371

2. 問題の「所有者」は誰かを考える

非受容領域

受容領域

自分が問題を持つ

相手が問題を持つ

相手

私

問題なし 
(誰も困っていない)

問題（課題）の所有を明確にする （ゴードンメソッド）
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自分が問題を持つケース
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相手が問題を持つケース
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傾聴の７つのレベル
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問いかけの参考例
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「⾯談」と「1on1」の違い

・主に上⻑が主体
・結果・業績がすぐに⾒える
・短期的

・主に部下が主体
・結果がすぐに⾒えない
・中⻑期的
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Q12（キュー・トゥエルブ） あてはまらない ←    → あてはまる 集
計

業
績
直
結

定
着
直
結

Q1 職場で⾃分が何を期待されているのかを知っている 1 2 3 4 5 ○ ○ ベース
キャンプ

仕事を始める時に必要な基本的事項です。
この仕事をすることで「何が得られるの
か」を明確にしましょう。Q2 仕事をうまく⾏うために必要なツールや環境を与えられている 1 2 3 4 5 ○ ○

Q3 職場で⾃分が最も得意なことをする機会を毎⽇与えられている 1 2 3 4 5 ○ ○

キャンプ１

仕事を通じて「⾃分はどんな貢献をして
いるのか」、そして周囲の⼈たちは⾃分
をどのように評価しているのか。これら
の質問に⾼い点がつけば、上司やチーム
との⼀体感が⽣まれているのです。

Q4 この7⽇間のうちに、よい仕事をしたと認められたり、褒められたりした 1 2 3 4 5 ○

Q５ 上司または職場の誰かが、⾃分をひとりの
⼈間として気にかけてくれているようだ 1 2 3 4 5 ○ ○

Q6 職場の誰かが⾃分の成⻑を促してくれる 1 2 3 4 5 ○

Q7 職場で⾃分の意⾒が尊重されているようだ 1 2 3 4 5 ○

キャンプ２
これらの質問は「⾃分がここの⼈間なの
だろうか」を問うもので、会社と仕事仲
間のミッションが⼀致しているかわかり
ます。

Q8 会社の使命や⽬的が、⾃分の仕事は重要だと感じさせてくれる 1 2 3 4 5

Q9 職場の同僚が真剣に質の⾼い仕事をしようとしている 1 2 3 4 5

Q10 職場に親しい友⼈仲間がいる（腹を割って話せる仲間） 1 2 3 4 5

Q11 この6カ⽉のうちに、職場の誰かが⾃分の成⻑・進歩について話してくれた 1 2 3 4 5
キャンプ３

この段階では「全員が成⻑するにはどう
すればいいか」を問い、仕事に関わるす
べての⼈に能⼒を向上させてほしいと願
う気持ちを測ります。Q12 この1年のうちに、仕事について学び、成⻑する機会があった 1 2 3 4 5

⼼理的安全性・⽣産性・定着性を図る１２の質問
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Q12（キュー・トゥエルブ） あてはまらない ←    → あてはまる 集
計

業
績
直
結

定
着
直
結

Q1 職場で⾃分が何を期待されているのかを知っている 1 2 3 4 5 ○ ○ ベース
キャンプ

仕事を始める時に必要な基本的事項です。
この仕事をすることで「何が得られるの
か」を明確にしましょう。Q2 仕事をうまく⾏うために必要なツールや環境を与えられている 1 2 3 4 5 ○ ○

Q3 職場で⾃分が最も得意なことをする機会を毎⽇与えられている 1 2 3 4 5 ○ ○

キャンプ１

仕事を通じて「⾃分はどんな貢献をして
いるのか」、そして周囲の⼈たちは⾃分
をどのように評価しているのか。これら
の質問に⾼い点がつけば、上司やチーム
との⼀体感が⽣まれているのです。

Q4 この7⽇間のうちに、よい仕事をしたと認められたり、褒められたりした 1 2 3 4 5 ○

Q５ 上司または職場の誰かが、⾃分をひとりの
⼈間として気にかけてくれているようだ 1 2 3 4 5 ○ ○

Q6 職場の誰かが⾃分の成⻑を促してくれる 1 2 3 4 5 ○

Q7 職場で⾃分の意⾒が尊重されているようだ 1 2 3 4 5 ○

キャンプ２
これらの質問は「⾃分がここの⼈間なの
だろうか」を問うもので、会社と仕事仲
間のミッションが⼀致しているかわかり
ます。

Q8 会社の使命や⽬的が、⾃分の仕事は重要だと感じさせてくれる 1 2 3 4 5

Q9 職場の同僚が真剣に質の⾼い仕事をしようとしている 1 2 3 4 5

Q10 職場に親しい友⼈仲間がいる（腹を割って話せる仲間） 1 2 3 4 5

Q11 この6カ⽉のうちに、職場の誰かが⾃分の成⻑・進歩について話してくれた 1 2 3 4 5
キャンプ３

この段階では「全員が成⻑するにはどう
すればいいか」を問い、仕事に関わるす
べての⼈に能⼒を向上させてほしいと願
う気持ちを測ります。Q12 この1年のうちに、仕事について学び、成⻑する機会があった 1 2 3 4 5

①点数の低い項⽬についてなぜ低いのか。
それに対してどのような悩み・課題・もしくは、願望があるか考えてみましょう。

ワーク２（所要時間⽬安︓５分）



43 Copyright (C) 2012- STAR CONSULTING GROUP All Rights Reserved.

対話のコツを摑もう︕

対話・相談する練習をしてみましょう︕

ワーク３（所要時間⽬安︓40分）

②「Q12」で⾃分で回答した内容で「低い点数の項⽬」についてグループ内で共有相談
① 相談者役の順番とタイムキーパー順の決定

③ 相談者以外の他メンバーは、お互いが発⾔しながら対話をする。
例：問１の「職場で何が期待されているかわかる」の項⽬の点数が低いです。

問題解決のためにアドバイスしたり、傾聴したり。
「問題の所有者」「信頼信⽤」「コーチング」を意識して実践してみて下さい。

ワーク２（補⾜ワーク）

時間が余ったら、お互いの悩みや課題を共有しながら、勉強家の仲間から意⾒やア
ドバイス、どう乗り越えたか、同じ悩みを抱えてるなどを積極的に意⾒交換しま
しょう。
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ワーク２

メモ
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プレゼンテーションのポイント

株式会社スターコンサルティンググループ
経営コンサルタント 近藤 ⿇耶
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プレゼンテーションのご案内

⽬的
□カレッジで学んだ知識を定着していただく
□カレッジで学んだことを現場で実践していただく
□実践を通して気づきを得ていただく

発表⽅法
グループ内（4〜6名）で発表後、各グループ1名ずつ代表者を選出
↓
代表者は全員の前で発表

持ち時間 ⼀⼈5〜10分程度

資料
□形式⾃由（ただし、資料は必ず作成してください）
□PowerPointがおススメ︕
□写真や図表を積極的に活⽤してください

資料提出⽅法 振り返り＆宿題のご案内 参照

その他

資料は画⾯共有にて操作していただきます。
事前に画⾯共有の仕⽅を確認しておいてください。
【参照】https://onl.tw/3cwBR87
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プレゼンテーションのポイント

✓ビフォーアフターがわかるような
ストーリーを作りましょう

✓できるだけ数字化しましょう

テーマ＆趣旨説明

これまでの課題
【before】

実践内容

実践した結果
【after】

まとめ＆
今後取り組みたいこと

これから、私の
ユニットで取り組んだ
「記録業務の効率化」
について発表します

ユニット内では●●といった
課題があり、スタッフの平均
残業時間は30分でした。

そこで、カレッジで学んだ
業務効率化のポイントのうち、
以下の3つを実践しました。

1つ⽬は・・・

これらを実践した結果、
平均残業時間は10分にまで
圧縮することができました。

実践した内容のうち、
●●はスタッフ間でも評判がよく、

さらにブラッシュアップ
して残業０を⽬指します。
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次回のご案内

2⽉７⽇（⽕）１３︓００〜１６︓３０
プレゼンテーション＆1年間のまとめ

万が⼀⽋席する場合は、チャットワークでご連絡ください︕
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振り返り＆宿題のご案内

内容 プレゼン資料（PowerPointなど）のアップロードをお願いいたします！

提出⽅法 会員サイトTOPページの「グループワーク成果物・最終プレゼンテーションの
アップロードはこちら」よりアップロード

提出期限 １⽉３１⽇（⽕）

宿題のご案内

振り返り⼊⼒のお願い
内容 本⽇の学びや気づいたことを、⾃分の⾔葉で書いてみてください。

提出⽅法
会員サイトTOPの「振り返りのアップロードはこちら」のフォームより⼊⼒
↓
アップロードされたかは会員サイト「振り返り」ページより確認できます。

提出期限 １２⽉９⽇（⾦）


